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　Early Childhood Environment Rating Scale すなわち
ECERS は、T. Harms 博士らによって1980年アメリカで
開発された。 2 歳半～ 5 歳の集団保育（保育プログラム）
の保育環境の質を測定し、数値化する尺度のことである。
基本的な保育の質の考え方は NAEYC の示す「発達にふさ
わしい実践 Developmentally appropriate practice = DAP」
に依拠している。その後1998年に改訂版 ECERS-R 1 が発
行され、アップデート版を経て2015年には大きな改訂を
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0 歳～ 2 歳半の集団保育の質を測定する ITERS-R 3、家庭
的保育の質を測定する FCCERS 4、学童保育の質を測定す







ケールを開発した。それが ECERS-E 6（K. Sylva 他）で、
イギリスでの無償幼児教育実施の政策的根拠を求める











の 質 を 測 定 す る PAS 8、 家 庭 的 保 育 の 質 を 測 定 す る





　EPPE 研 究 の 姉 妹 プ ロ ジ ェ ク ト と も 呼 ば れ る の が
REPEY 10 研究であり、この研究の副産物として生まれた
のが SST（Sustained Shared Thinking ＝思考を共有し、
つなげること）の概念である。以来この SST の概念はイ
ギリスの幼児教育のキィ概念として採用されていった。

























































すことを明らかにし、次なる SEED 研究で SSTEW が開
発された（I. Siraj 他、2015発行）。 7 段階評価であること、
スコアリング（評点を定める）の仕組み、質問項目の構成
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の「物差し」をもち






















保育の質的評価尺度 ECERS と SSTEW の比較検討と今後の課題 
表 2　SSTEWのサブスケールと項目 
サブスケール 項　　　　目
1 　 信頼、居心地の良さ、自立へ 1 　自己制御と社会的発達
2 　子どもの選択と自立した遊びの支援
3  　小グループ・個別のかかわり、保育者の位置取り
2 　 社会的、情緒的な安定・安心 4 　社会的、情緒的な安定・安心





























 1  Early Childhood Environment Rating Scale Revised 
edition.
 2  Environment Rating Scale Institute http://www.ersi.
info/
3  = Infant and Toddler Environment Rating Scale（拙
訳『保育環境評価スケール②乳児版』法律文化社、
2004）．
4  = Family Child Care Environment Rating Scale
（1989）
5  = School-Age Care Environment Rating Scale（1996）
6  = Early Childhood Environment Rating Scale-Exten-
sion, 正確には The Four Curricular Subscales Exten-
sion to the ECERS-R.
7  EPPE は継続され、調査開始時に 3 歳であった子ども
が16歳 に 至 る ま で 追 跡 さ れ、EPPSE（= Effective 
Pre-school, Primary and Secondary Education）研究
となり、その成果が2014年 9 月に発表された。子ども
がどの社会階層に属していても就学前教育は良い影響





8  = Program Administration Scale（2011）
9  = Business Administration Scale（2009）
10 = Researching Effective Pedagogy in the Early Years.
11 Environment Rating Scale Institute http://www.ersi.
info/
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